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株 式 会 社 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ 

 

 

横浜市内でＩｏＴスマートホームを用いた生活モニタリング実証実験を開始 
 

 

株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）は、横浜市、ａｎｄ ｆａｃｔｏｒｙ株式会社（以下、ａｎｄ ｆａｃｔｏｒｙ）、     

相鉄グループ、富士通コネクテッドテクノロジーズ株式会社と、ＩｏＴスマートホーム™を用いた生活      

モニタリング実証実験（以下、本実証実験）を横浜市内で２０１７年１２月２５日（月）から開始します。 

 

本実証実験では、ドコモのＩｏＴスマートホームに被験者※１が１週間居住し、食事、運動、睡眠などの生活

データの変化、および健康に対する意識変化や行動変容について評価を行います。また、ドアの開閉記録

やＩｏＴ家電の使用状況などを解析し、日常の生活パターンとの比較により、離れて暮らす家族を安心して

見守ることができる環境づくりについても評価・検証を行います。 

 

本実証実験は、「Ｉ・ＴＯＰ横浜※２」内のプロジェクトとして横浜市、ａｎｄ ｆａｃｔｏｒｙと開始した「未来の家  

プロジェクト※３」の取組みの一つで、ドコモの「ＡＩエージェントＡＰＩ」の一つである「ＩｏＴアクセス制御エンジン」

を活用し、さまざまなメーカーの機器を一元的に管理、制御することで実現しています。 

 

ドコモは、今後も当実証実験の評価結果等を通じて、人工知能（ＡＩ）およびＩｏＴを活用した、誰もが健康で

快適な生活を送れる未来の住環境の実現をパートナー企業と共にめざします。 

 

※１ ドコモ社員を含む実証実験関係者８名を予定。 

※２ Ｉ・ＴＯＰ（アイトップ）横浜は、横浜市が２０１７年４月に立ち上げた横浜経済の強みである「ものづくり・ＩＴ産業の集積」を生かし、

ＩｏＴ等を活用したビジネス創出に向けた交流・連携、プロジェクト推進、人材育成等の場。「ＩｏＴオープンイノベーション・    

パートナーズ」の略。 

※３ 人工知能（ＡＩ）およびＩｏＴを活用し、居住者のリラックス度や活動量などの生活状態を可視化することで気づきを与えることや、

快適な室内環境づくりを行うことを検討・推進するプロジェクト。 

 

 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

株式会社ＮＴＴドコモ 

サービスイノベーション部 第２サービス開発担当 

ＴＥＬ： ０４６－８４０－３８７３ 

  

トピックス 



 

 

ＩｏＴスマートホーム実証実験 

  

１．概要 

≪場所≫ 

そうてつローゼンミニさちが丘店敷地内（神奈川県横浜市旭区さちが丘４７－１） 

 

≪実証実験期間≫ 

２０１７年１２月２５日（月）～２０１８年２月２８日（水） 

 

≪実証実験の内容≫ 

  被験者がＩｏＴスマートホームで、自宅にいるときと同じように１週間生活をし、実験前後での被験者の 

状態変化、意識変化、行動変容について評価・検証する。 

 

≪ＩｏＴスマートホームの主な機能≫ 

・室内環境（温度、湿度、照度など）センシング 

・バイタルデータ（体重、血圧、睡眠時間など）センシング 

・生活動線（ドア開閉、滞留点など）センシング 

・スマートフォンを利用したアプリや対話による家電の一元操作 

・センシングした情報の可視化（アプリや鏡への表示） 

 

 

ＩｏＴスマートホーム 

 

  

別紙 



 

 

２．各社の役割 

 

 

未来の家プロジェクトの概要と各社の役割 

 

３．今後について 

本実験で得られた成果をもとに、２０１８年４月以降も条件や場所を変えて実験を行っていきます。 

 

４．未来の家プロジェクトＷｅｂサイト 

http://mirainoie-project.jp/ 

センシングした情報の可視化 

（アプリへの表示例） 

センシングした情報の可視化 

（鏡への表示例） 

スマートフォンを利用した 

ＩｏＴ家電操作の例 

http://mirainoie-project.jp/


５．ＩｏＴアクセス制御エンジンについて 

ドコモが開発したＩｏＴアクセス制御エンジンでは、デバイスＷｅｂＡＰＩ※の技術を用いており、異なる    

通信規格のＩｏＴ機器をひとつのアプリケーションで制御することを可能としています。本エンジンの利用  

により、さまざまなＩｏＴ機器の遠隔管理やデータ蓄積が可能となり、多くのデータ集積が容易で、ＡＩ・    

ビッグデータ解析推進につなげていくことができます。 

 

 

 

※ デバイスＷｅｂＡＰＩとは、１２０社（２０１７年１２月２１日現在）の企業が参画するデバイスＷｅｂＡＰＩコンソーシアムで議論・検討

中の様々なデバイスとの連携を実現する仕組みです。 

ライトA ライトB ライトC ライトD ライトE

様々なデバイス

開発言語や開発環境に依存しない
共通インタフェース（WebAPI）

Plug_ins Plug_ins Plug_ins Plug_ins Plug_ins

規格A 規格B 規格C 規格D 規格E

IoTアクセス制御エンジン


